
第５回 北広島市外部評価委員会 会議録  

日時：平成１９年８月 23 日（木） 

午後１時 30 分～５時０0 分  

会場：役所本庁舎（２階）会議室  

 

■出席委員：麻生敏子・天羽 浩・澤井將美・平山成信・村川 亘 

■事務局：市川部長・木下課長・佐藤課長・中畑主査・前野主査・小島主査 

 

 

１ 開会  

委員長の司会進行により開会。 

 

２ 委員長あいさつ  

    前回は市の財政状況を勉強させていただき、その後ヒアリングを行った。今回はヒ

アリングを７本予定しているが、限られた時間の中で鋭意行い、残った項目は次回に

行いたい。よろしくお願いします。 

 

３ 議事 

（１）前回結果のまとめ 13：30～ 

   資料１「外部評価（素案）③」を確認し、承認。 

    

   進行が早まったため、「（４）その他・委員会の今後の予定について」を先行。 

 

（４）その他 13：35～ 

    今後の予定について、9 月（6 日・第 6 回会議）から 1 月までを確認。 

  （委員長） 12 月は補助金についての意見交換となるのか。 

  （事務局）評価制度に対する意見交換となる。 

  （B 委員） 報告書の作成手順は。 

  （事務局）まずは報告書を構成する全体的な項目などを示していきたい。 

 

（２）事業担当部局からのヒアリング 13：50～16：15 

下記の順番で事務事業外部評価のためのヒアリングを実施した。 

 

① 生涯学習部社会教育課 〔45-11 地区公民館活動事業〕 

② 生涯学習部青少年課 〔47-6 （青少年指導支援事業）不登校等対策事業〕 

③ 生涯学習部図書館 〔50-2 図書館読書サービス事業〕 

④ 水道部水道施設課 〔32-1 水道第 5 期拡張事業〕 

⑤ 保健福祉部福祉課 〔19-1（いきがい福祉事業）福祉バス運行事業〕 

 

（３）ヒアリング結果の協議について 16：15～ 

    （別紙による） 

 

４ 閉 会 （17：00） 

＊傍聴人：２人 

  



（別紙） 

外部評価の判定のための議論から 

 

今回分のヒアリング 

①生涯学習部社会教育課 〔45-11 地区公民館活動事業〕 

 

 （委員長）現状継続しながら部分的に見直しが必要と思うが。 

 （C 委員）縮小の方向ではない。 

 （委員長）生涯学習振興会の方向性を地域の新たな動きにしていけそうだ。ヒアリングの

中で将来は公民館活動が生涯学習振興会に包括されていくとの話があったが、公

民館活動は社会教育活動（事業）として今後も残るのではないか。 

 （事務局）平成 18 年度に西部の輪厚地区で始まったばかり。今まさに中間にある。 

 （委員長）地域がせまいと、生涯学習振興会が特定のグループのようになってしまうので

はないか。 

 （事務局）もともと公民館活動は社会教育普及が目的。生涯学習振興会は地域課題が多様

化し広がる中で地域の自主的な取り組みを支援しようという、時代に合った生涯

学習母体。市長のマニュフェストにもある。本件とは別に生涯学習振興会の組織

づくりが評価対象（45-26）として起きている。 

 （委員長）本件、公民館活動事業としては、振興会活動の拡大・重点化に組み込んでいく

という考え方でいかがか。 

 

  ⇒外部評価委員会判定を「拡大重点化」とする。 

   今後の方向性：C 委員が記載。 

 

 

②生涯学習部青少年課 〔47-6 （青少年指導支援事業）不登校等対策事業〕 

 

 （委員長）現実的な対応がなされている。他市との比較でも遜色がない。 

 （B 委員）同感。臨床心理士を学校に配置するのは難しいのだろうか。 

 （事務局）現在は北海道から派遣を受けているが、市が独自で有資格者を確保するのは難

しい。 

 （委員長）現在の臨床心理士が派遣されている調査研究事業（北海道との共同）を継続す

るべきと思う。 

 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：B 委員が記載。 

 

 

③生涯学習部図書館 〔50-2 図書館読書サービス事業〕   

 

 （委員長）市内の各地区に「ミニ中央図書館」を作っても仕方ないと思う。 

 （B 委員）北広島団地住民センターの図書室は利用が少ないのでは。団地は高齢者向けと

か子ども向けなど、特徴的なものにしていく方が、スペースの有効利用にもなる

のではないか。幅広い年齢層の利用者を想定することによって、かえって中途半

端にしない方がいいと思う。 

  



 （事務局）発想を転換すると面白いかもしれない。 

 （Ｄ委員）地区図書館（分室）では図書の取り寄せなどもやっている。 

 （委員長）狭いなりにスペースを有効利用し、施設の拡張は考えなくていいと思う。 

（Ｄ委員）学校図書の充実も必要。 

 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：委員長が記載。 

 

④水道部水道施設課 〔32-1 水道第 5 期拡張事業〕 

 

 （委員長）市民要望としては、水は確保してほしいが料金は安くしてほしいというところ

だろう。公平な水の確保という視点で第 5 期拡張事業は必要と思う。 

 （B 委員）給水率 100％を目指すにしても、経営努力の中で。 

 （委員長）未普及人口の解消を目指しながら、料金も維持していくことが大事だろう。 

 （A 委員）再評価審議委員会の答申内容が分かれば知りたい。（事務局：調べる。） 

 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：A 委員が記載。 

 

⑤保健福祉部福祉課 〔19-1（いきがい福祉事業）福祉バス運行事業〕 

 

 （委員長）高齢者対策を強調して「ふれあい温泉事業」の無料バスを生かし、市バスの稼

働率を高めながら、バス借上システムを有効に活用するべきと思う。 

      また、1 日に複数台が稼動する日がどのくらいあるのか、数字が知りたい。 

 （B 委員）今後の方向性としては、福祉バス更新のときには借上げを検討するべきだ。ふ

れあい温泉事業との連携などの工夫をして、福祉バスの活用拡大を目指すべき。 

 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：Ｄ委員が記載。 

  


